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14. 川尻 真也,遠藤 友志郎,清水 俊匡,古賀 智裕,藤川 敬太,鈴木 貴久,岡田 覚丈,岩本 直樹,一瀬 邦弘,中村 英樹,折口 

智樹,川上 純:RS3PE 症候群と高齢発症関節リウマチの関節エコー所見の比較. 九州リウマチ (0287-2803)39 巻 2 号 

Page S30 

15. 折口 智樹,有馬 和彦,梅田 雅孝,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,塚田 敏昭,宮下 賜

一郎,溝上 明成,岩永 希,中島 好一,古山 雅子,荒牧 俊幸,植木 幸孝,江口 勝美,福田 孝昭,川上 純:RS3PE 症候群の臨

床的特徴 高齢発症関節リウマチ(EORA)との比較. 九州リウマチ (0287-2803)39巻 2号 Page S30 

16. 荻野 仁史,岡本 百々子,一瀬 邦弘,佐藤 真也,今留 謙一,辻 創介,遠藤 友志郎,高谷 亜由子,井川 敬,住吉 玲美,清水 

俊匡,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純:慢性活動性 EB ウイルス感染症と T-

cell large granular lymphocyte leukemia を合併し著明な汎血球減少を呈した SLEの 1例. 日本リウマチ学会総会・学術

集会プログラム・抄録集 

17. 古藤 世梨奈,辻 創介,遠藤 友志郎,高谷 亜由子,井川 敬,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 

邦弘,中村 英樹,折口 智樹,川上 純:巨細胞性動脈炎を合併した顕微鏡的多発血管炎の経過中に腎・心アミロイドーシ

スを発症しトシリズマブで加療し有効であった一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 

18. 有馬 和彦,岩本 直樹,川尻 真也,玉井 慎美,折口 智樹,川上 純,青柳 潔:アルデヒド分解酵素遺伝子多型と骨量低下の

関連 長崎アイランドコホート研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 

19. 高谷 亜由子,玉井 慎美,大木 望,中島 好一,大塚 瑞奈,岡本 百々子,遠藤 友志郎,辻 創介,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 

智裕,川尻 真也,岩本 直樹,井川 敬,一瀬 邦弘,有馬 和彦,中村 英樹,折口 智樹,上谷 雅孝,川上 純:関節リウマチ患者

における X 線進行のリスク因子の検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 

20. 大塚 瑞奈,古賀 智裕,住吉 玲美,岡本 百々子,遠藤 友志郎,辻 創介,高谷 亜由子,清水 俊匡,井川 敬,川尻 真也,岩本 

直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純:新規 NUDT15 遺伝子変異を認め、アザチオプリン誘発全脱

毛、舌潰瘍、白血球減少を来した全身性エリテマトーデスの一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄

録集 

21. 玉井 慎美,川尻 真也,永吉 真子,川上 純:住民健康診査受診における関節リウマチと抗 CCP抗体に着目した口腔内細

菌叢解析. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 

22. 岩本 直樹,大塚 瑞奈,岡本 百々子,遠藤 友志郎,辻 創介,高谷 亜由子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,井
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川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純:新規単球サブセットである M1・M2 単球と全身性強皮症

の関連解析(会議録). 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 

23. 岩本 直樹,大塚 瑞奈,岡本 百々子,遠藤 友志郎,辻 創介,高谷 亜由子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,井

川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,大木 望,渡邉 航之助,千葉 恒,折口 智樹,尾崎 誠,川上 純:関節リウマチにお

ける HR-pQCTを用いた中手骨頭骨微細構造と滑膜炎、腰椎大腿骨骨密度、骨破壊進行度の関連解析. 日本リウマチ

学会総会・学術集会プログラム・抄録集 

24. 折口 智樹,梅田 雅孝,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,有馬 和彦,玉井 慎美,中村 英樹,塚田 敏昭,宮下 賜

一郎,荒牧 俊幸,植木 幸孝,中島 宗敏,古山 雅子,溝上 明成,岩永 希,庄村 史子,川上 純:RS3PE症候群と高齢発症関節

リウマチ患者の臨床的特徴の比較検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 

25. 辻 創介,藤田 雄也,高谷 亜由子,井川 敬,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,中村 英樹,

折口 智樹,川上 純:IgG4 関連疾患における PET-CTの有効性の検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・

抄録集 

26. 住吉 玲美,日高 利彦,古賀 智裕,岡田 覚丈,福田 孝昭,石井 智徳,植木 幸孝,小寺 隆雄,中島 宗敏,高橋 裕一,寶來 吉

朗,渡部 龍,奥野 洋史,荒牧 俊幸,泉山 朋政,高井 修,宮下 賜一郎,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英

樹,折口 智樹,青柳 潔,江口 勝美,川上 純:全国多施設前向きコホート研究(Apple study)を用いた関節リウマチ患者に

おける HAQ(Health Assessment Questionnaire)増悪の予測因子に関する検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログ

ラム・抄録集 

27. 一瀬 邦弘,藤川 敬太,溝上 明成,荒牧 俊幸,植木 幸孝,大塚 瑞奈,岡本 百々子,遠藤 友志郎,辻 創介,高谷 亜由子,清

水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,井川 敬,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純:ヒドロキシク

ロロキン治療中の全身性エリテマトーデスの有害事象および再燃リスクに関する検討. 日本リウマチ学会総会・学

術集会プログラム・抄録集 

28. 井川 敬,一瀬 邦弘,岡本 百々子,矢嶋 宣幸,佐田 憲映,吉見 竜介,大野 滋,大塚 瑞奈,遠藤 友志郎,辻 創介,高谷 亜由

子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純:LUNA レジストリ

を用いた全身性エリテマトーデス患者における心血管イベントの予測因子の検討 A cross-sectional study. 日本リウ

マチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 

29. 岡本 百々子,一瀬 邦弘,藤川 敬太,寶來 吉朗,松岡 直樹,坪井 雅彦,野中 文陽,植木 幸孝,遠藤 友志郎,辻 創介,高谷 

亜由子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,玉井 慎美,折口 智樹,川上 純:増殖型および膜型ループ

ス腎炎における寛解導入後の再燃および生命予後の検討(会議録). 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄

録集 

30. 一瀬 邦弘,井川 敬,岡本 百々子,矢嶋 宣幸,佐田 憲映,吉見 竜介,大野 滋,大塚 瑞奈,遠藤 友志郎,辻 創介,高谷 亜由

子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純:LUNA レジストリ

における全身性エリテマトーデス患者の悪性腫瘍合併についての検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラ

ム・抄録集 

31. 川尻 真也,遠藤 友志郎,川上 純:関節エコーで診るリウマチ性疾患の病態と治療戦略 関節リウマチのモニタリング

に関節エコーは必要か?. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 

32. 清水 悠路,小屋松 淳,山梨 啓友,川尻 真也,玉井 慎美,前田 隆浩:高齢日本人男性における血管リモデリングと身長

の関係. 日本公衆衛生学会総会抄録集 (1347-8060)77回 Page212 

33. 清水 俊匡,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,桑名 正隆,川上 純:多発性筋

炎/皮膚筋炎関連間質性肺炎の長期予後の検討. 九州リウマチ (0287-2803)39巻 1号 Page S15 

34. 川尻 真也,清水 俊匡,遠藤 友志郎,岡本 百々子,辻 創介,高谷 亜由子,住吉 玲美,古賀 智裕,井川 敬,岩本 直樹,一瀬 

邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純:早期関節リウマチ患者における診断 1 年後の予後を規定するベースラ

インの因子. 九州リウマチ (0287-2803)39巻 1号 Page S11 

35. 古賀 智裕,江口 瑞奈,岡本 百々子,辻 創介,遠藤 友志郎,高谷 亜由子,清水 俊匡,住吉 玲美,井川 敬,川尻 真也,岩本 

直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,村上 直子,北島 道夫,芦澤 和人,川上 純:長崎大学病院における

AYA世代のリウマチ・膠原病疾患と生殖補助医療. 九州リウマチ (0287-2803)39巻 1号 Page S3 

36. 一瀬 邦弘,北島 百合子,藤川 敬太,寶來 吉朗,清水 俊匡,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,玉井 慎美,中村 英樹,折口 

智樹,川上 純:全身性エリテマトーデス合併妊娠における周産期アウトカムに与える影響についての検討. 九州リウ

マチ (0287-2803)39巻 1号 Page S2 

 

学会発表数 
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A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 1 0 2 10 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

前田隆浩・教授 理事 日本プライマリ・ケア連合学会 

前田隆浩・教授 理事 日本病院総合診療医学会 

前田隆浩・教授 副会長 日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会 

前田隆浩・教授 委員 スマートウェルネス住宅等推進調査委員会 

前田隆浩・教授 委員長 長崎県油症対策委員会 

前田隆浩・教授 副委員長 自治医科大学地域医療フォーラム実行委員会 

前田隆浩・教授 代表世話人 全国地域医療教育協議会 

前田隆浩・教授 委員 全国医学部長病院長会議地域医療検討委員会 

前田隆浩・教授 委員 全国医学部長病院長会議地域医療調査実施委

員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院倫理委員会 

前田隆浩・教授 委員 五島保健所地域・職域連携推進協議会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県医師会医療政策・診療報酬対策協議委

員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院群研修管理委員会 

前田隆浩・教授 評議員 日本生理人類学会 

前田隆浩・教授 委員 五島市保健対策推進協議会 

前田隆浩・教授 副会長 ながさき健康・省エネ住宅推進協議会 

前田隆浩・教授 委員長 長崎県・総合診療専門医養成推進委員会 

川㞍真也・講師 評議委員 日本リウマチ学会 

川㞍真也・講師 関節超音波標準化小委員会 日本リウマチ学会 

川㞍真也・講師 委員 長崎大学病院超音波センター運営委員 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

前田隆浩・教授 国立研究開発法人科学技術振興機

構 

代表 「住み続けたい」を支える離島・へき地医療

サポートモデルの構築 

前田隆浩・教授 厚生労働省 分担 へき地医療の向上のための医師の働き方お

よびチーム医療の推進に係る研究 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（B） 

口腔健康状態は 4 大死因につながる生活習

慣病へ影響するか？五島コホート研究 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 

HTLV-1 による慢性炎症修飾の関連解明を

目指したコホート研究 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

甲状腺良性所見の実態解明に向けた縦断的
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研究の展開 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

スマートグラスを利用したバーチャル専門

外来の確立と有用性の検討 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

生活水準低下に及ぼす血管リモデリングネ

ットワークの多面的解明 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

地域枠出身医師の進路に関するコホート研

究とエビデンスに基づく政策の提案 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（B） 

日本人における性ホルモン・骨代謝回転・骨

量間関連の生理的・遺伝子的研究 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

慢性炎症をきたす持続感染症とサルコペニ

アとの関連の解明 

前田隆浩・教授 第一三共株式会社 代表 動脈硬化が有する高血圧予防メカニズムの

解明に関する研究 

川㞍真也・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

AI 技術を活用した『真の寛解』を目指した

次世代関節リウマチ診療アルゴリズムの構 

築 

川㞍真也・講師 ファイザー株式会社 代表 医学教育助成金長崎県のへき地・離島のリウ

マチ診療における人工知能と IoT の活用に

よる医療水 

準の均てん化を目指したプロジェクト 

川㞍真也・講師 ブリストル・マイヤーズ株式会社/小野薬品工業株

式会社 

日本のリアルワールドにおけるアバタセプ

ト治療が『自己抗体出現状態に与える影響』

および『臨床的パラメーターを用いた有効性

評価と自己抗体出現状態変化との関連』を解

析する探索的研究 

 

特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

前田隆浩・教授 新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 2005 年 8

月 

2012 年 6

月 

特願 2005-234389 

 


